
(57)【要約】

【課題】折り畳み式の携帯無線機を開いた状態で安定し

て卓上に置くことができ、さらには通話中における電波

の送受信を良好に行うことができる携帯無線機を提供す

る。

【解決手段】受話部５と表示部６を有する第一の筐体２

と送話部８とキー操作部７を有する第二の筐体３とを互

いの内面２ａ，３ａ間の角度が可変するようにヒンジ部

４を介して回動可能に構成した携帯無線機１のヒンジ部

４の両端に、アンテナ１０を内蔵した一対のスタンド部

９を回動可能に配置し、携帯無線機１の折り畳み時には

一対のスタンド部先端９ａが上記第一の筐体２の外面２

ａと接する平面と上記第二の筐体３の外面３ｂと接する

平面との間に位置し、かつ展開時には一対のスタンド部

先端９ａが第二の筐体３の外面３ｂと接する平面より突

出するように構成する。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
少 な く と も 受 話 部 を 有 す る 第 一 の 筐 体 と 少 な く と も 送 話 部 を 有 す る 第 二 の 筐 体 と を 有 し 、
互 い の 内 面 間 の 角 度 が 可 変 す る よ う に ヒ ン ジ 部 を 介 し て 回 動 可 能 に 構 成 さ れ た 携 帯 無 線 機
に お い て 、 上 記 ヒ ン ジ 部 の 両 端 に は 、 該 ヒ ン ジ 部 の 動 き に 連 動 し て 回 動 可 能 に 配 置 さ れ た
一 対 の ス タ ン ド 部 を 有 し 、 上 記 第 一 の 筐 体 と 第 二 の 筐 体 と が 閉 じ て い る 時 に は 、 上 記 一 対
の ス タ ン ド 部 先 端 が 上 記 第 一 の 筐 体 の 外 面 と 接 す る 平 面 と 第 二 の 筐 体 の 外 面 と 接 す る 平 面
と の 間 に あ り 、 か つ 上 記 第 一 の 筐 体 と 第 二 の 筐 体 と が 開 い て い る 時 に は 上 記 一 対 の ス タ ン
ド 部 先 端 が 第 二 の 筐 体 の 外 面 と 接 す る 平 面 よ り 突 出 す る よ う に 構 成 し た こ と を 特 徴 と す る
携 帯 無 線 機 。
【 請 求 項 ２ 】
上 記 一 対 の ス タ ン ド 部 の 少 な く と も 一 方 の 内 部 に ア ン テ ナ を 内 蔵 す る こ と を 特 徴 と す る 請
求 項 １ に 記 載 の 携 帯 無 線 機 。
【 請 求 項 ３ 】
上 記 第 二 の 筐 体 に 電 池 を 内 蔵 す る と と も に 、 上 記 第 二 の 筐 体 の 内 面 に キ ー 操 作 部 を 有 し 、
か つ 上 記 第 一 の 筐 体 の 対 向 面 に は 表 示 部 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 又 は 請 求 項 ２
に 記 載 の 携 帯 無 線 機 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 Ｐ Ｄ Ｃ （ Ｐ ｅ ｒ ｓ ｏ ｎ ａ ｌ 　 Ｄ ｉ ｇ ｉ ｔ ａ ｌ 　 Ｃ ｅ ｌ ｌ ｕ ｌ ａ ｒ ） 、 Ｃ Ｄ Ｍ Ａ
（ Ｃ ｏ ｄ ｅ 　 Ｄ ｉ ｖ ｉ ｓ ｉ ｏ ｎ Ｍ ｕ ｌ ｔ ｉ ｐ ｌ ｅ 　 Ａ ｃ ｃ ｅ ｓ ｓ ） 、 Ｇ Ｓ Ｍ （ Ｇ ｌ ｏ ｂ ａ
ｌ 　 Ｓ ｙ ｓ ｔ ｅ ｍ 　 ｆ ｏ ｒ 　 Ｍ ｏ ｂ ｉ ｌ ｅ 　 Ｃ ｏ ｍ ｍ ｕ ｎ ｉ ｃ ａ ｔ ｉ ｏ ｎ ） や Ｐ Ｈ Ｓ （ Ｐ
ｅ ｒ ｓ ｏ ｎ ａ ｌ 　 Ｈ ａ ｎ ｄ ｙ － ｐ ｈ ｏ ｎ ｅ 　 Ｓ ｙ ｓ ｔ ｅ ｍ ） 等 の 通 信 手 段 を 用 い た 携 帯 無
線 機 に 関 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 及 び 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
近 年 、 デ ー タ の 高 速 伝 送 が 可 能 な Ｐ Ｄ Ｃ （ Ｐ ｅ ｒ ｓ ｏ ｎ ａ ｌ 　 Ｄ ｉ ｇ ｉ ｔ ａ ｌ 　 Ｃ ｅ ｌ ｌ
ｕ ｌ ａ ｒ ） 、 Ｃ Ｄ Ｍ Ａ （ Ｃ ｏ ｄ ｅ 　 Ｄ ｉ ｖ ｉ ｓ ｉ ｏ ｎ 　 Ｍ ｕ ｌ ｔ ｉ ｐ ｌ ｅ 　 Ａ ｃ ｃ ｅ ｓ ｓ
） 、 Ｇ Ｓ Ｍ （ Ｇ ｌ ｏ ｂ ａ ｌ 　 Ｓ ｙ ｓ ｔ ｅ ｍ 　 ｆ ｏ ｒ 　 Ｍ ｏ ｂ ｉ ｌ ｅ 　 Ｃ ｏ ｍ ｍ ｕ ｎ ｉ ｃ ａ
ｔ ｉ ｏ ｎ ） や Ｐ Ｈ Ｓ （ Ｐ ｅ ｒ ｓ ｏ ｎ ａ ｌ 　 Ｈ ａ ｎ ｄ ｙ － ｐ ｈ ｏ ｎ ｅ 　 Ｓ ｙ ｓ ｔ ｅ ｍ ） 等 の
通 信 手 段 を 用 い た 携 帯 無 線 機 が 広 く 用 い ら れ 、 さ ら に 、 次 世 代 の 技 術 と し て 開 発 さ れ て い
る Ｗ Ｃ Ｄ Ｍ Ａ （ Ｗ ｉ ｄ ｅ 　 ｂ ａ ｎ ｄ 　 Ｃ Ｄ Ｍ Ａ ） 、 Ｃ Ｄ Ｍ Ａ ２ ０ ０ ０ 等 の 通 信 手 段 を 用 い
た も の が 開 発 さ れ つ つ あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
ま た 、 こ の 種 の 携 帯 無 線 機 に は 、 携 帯 性 を 高 め る た め に 折 り 畳 み 機 構 を 持 っ た も の が 普 及
し つ つ あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
と こ ろ で 、 従 来 知 ら れ て い る 折 り 畳 み 式 の 携 帯 無 線 機 は 、 受 話 部 を 有 す る 一 方 の 筐 体 端 面
よ り 出 し 入 れ す る こ と が 可 能 な 棒 状 ア ン テ ナ を 備 え た も の や 送 話 部 を 備 え た 他 方 の 筐 体 端
面 よ り 出 し 入 れ す る こ と が 可 能 な 棒 状 ア ン テ ナ を 備 え た も の が 一 般 的 に 知 ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
し か し な が ら 、 従 来 知 ら れ て い る 折 り 畳 み 式 の 携 帯 無 線 機 は 、 一 方 の 筐 体 と 他 方 の 筐 体 と
を 開 い た 状 態 で 卓 上 に 載 置 す る と 、 一 方 の 筐 体 と 他 方 の 筐 体 の 重 量 バ ラ ン ス が 悪 い た め に
倒 れ 易 い と い っ た 課 題 が あ っ た 。 特 に 近 年 、 携 帯 無 線 機 に は 機 能 だ け で な く デ ザ イ ン 性 も
重 要 視 さ れ る よ う に な っ て お り 、 角 張 っ た デ ザ イ ン を 有 す る 筐 体 か ら 曲 面 を 基 調 と し た デ
ザ イ ン を 有 す る 筐 体 が 使 用 さ れ 、 こ の よ う な 曲 面 を 基 調 と す る 筐 体 を 用 い た も の で は 、 一
方 の 筐 体 と 他 方 の 筐 体 と を 開 い た 状 態 で 安 定 し て 卓 上 に 載 置 す る こ と は 難 し い も の で あ っ
た 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
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ま た 、 受 話 部 を 有 す る 筐 体 の 端 面 に 棒 状 ア ン テ ナ を 配 置 す る よ う に し た 折 り 畳 み 式 の 携 帯
無 線 機 で は 、 通 話 中 に お け る 棒 状 ア ン テ ナ と 使 用 者 の 頭 部 と の 距 離 が 短 く 、 使 用 者 の 頭 部
が 障 害 物 と な る た め に 棒 状 ア ン テ ナ に よ る 電 波 の 送 受 信 効 率 が 悪 く 、 良 好 な 電 波 の 送 受 信
が 妨 げ ら れ る と い っ た 課 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
一 方 、 送 話 部 を 備 え る 別 の 筐 体 の 端 面 に 棒 状 ア ン テ ナ を 配 置 す る よ う に し た 折 り 畳 み 式 の
携 帯 無 線 機 は 、 使 用 者 の 頭 部 と 棒 状 ア ン テ ナ と の 距 離 を 離 す こ と が で き る も の の 、 通 話 中
に お け る 棒 状 ア ン テ ナ の 近 傍 に は 受 話 部 を 有 す る 筐 体 が 存 在 す る た め 、 送 話 部 を 備 え る 筐
体 の 端 面 に 棒 状 ア ン テ ナ を 配 置 し た と し て も 棒 状 ア ン テ ナ に よ る 電 波 の 送 受 信 効 率 を 高 め
る こ と が で き な い と い っ た 課 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
そ こ で 、 本 発 明 は 上 記 課 題 に 鑑 み 、 少 な く と も 受 話 部 を 有 す る 第 一 の 筐 体 と 少 な く と も 送
話 部 を 有 す る 第 二 の 筐 体 と を 有 し 、 互 い の 内 面 間 の 角 度 が 可 変 す る よ う に ヒ ン ジ 部 を 介 し
て 回 動 可 能 に 構 成 さ れ た 携 帯 無 線 機 に お い て 、 上 記 ヒ ン ジ 部 の 両 端 に 、 ヒ ン ジ 部 の 動 き に
連 動 し て 回 動 す る 一 対 の ス タ ン ド 部 を 設 け 、 上 記 第 一 の 筐 体 と 第 二 の 筐 体 と が 閉 じ て い る
時 （ 折 り 畳 み 時 ） に は 、 上 記 一 対 の ス タ ン ド 部 先 端 が 上 記 第 一 の 筐 体 の 外 面 と 接 す る 平 面
と 第 二 の 筐 体 の 外 面 と 接 す る 平 面 と の 間 に あ り 、 か つ 上 記 第 一 の 筐 体 と 第 二 の 筐 体 と が 開
い て い る 時 （ 展 開 時 ） に は 上 記 一 対 の ス タ ン ド 部 先 端 が 第 二 の 筐 体 の 外 面 と 接 す る 平 面 よ
り 突 出 す る よ う に 構 成 し た こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
ま た 、 上 記 一 対 の ス タ ン ド 部 の 少 な く と も 一 方 の 内 部 に は ア ン テ ナ を 内 蔵 す る こ と が 好 ま
し く 、 さ ら に は 上 記 第 二 の 筐 体 に 電 池 を 内 蔵 さ せ る と と も に 、 上 記 第 二 の 筐 体 の 内 面 に キ
ー 操 作 部 を 設 け 、 か つ 上 記 第 一 の 筐 体 の 内 面 に は 表 示 部 を 設 け る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ０ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
以 下 、 本 発 明 の 実 施 形 態 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
図 １ は 本 発 明 の 携 帯 無 線 機 の 一 例 を 示 す 図 で 、 （ ａ ） は 展 開 時 の 状 態 を 示 す 斜 視 図 、 （ ｂ
） は 折 り 畳 み 時 の 状 態 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。 図 ２ は 図 １ の 携 帯 無 線 機 の 主 要 部 で あ る ス タ
ン ド 部 を 示 す 拡 大 斜 視 図 で 、 （ ａ ） は 図 １ （ ａ ） の Ａ 部 、 （ ｂ ） は 図 １ （ ｂ ） の Ｂ 部 を 示
す 。
【 ０ ０ １ ２ 】
こ の 携 帯 無 線 機 １ は 第 一 の 筐 体 ２ と 第 二 の 筐 体 ３ と を 有 し 、 互 い の 内 面 ２ ａ ， ３ ａ 間 の 角
度 α を 可 変 さ せ る こ と が で き る よ う に ヒ ン ジ 部 ４ を 介 し て 回 動 可 能 に 構 成 し て あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
第 一 の 筐 体 ２ の 内 面 ２ ａ に は 受 話 部 ５ と 表 示 部 ６ を 備 え る と と も に 、 第 二 の 筐 体 ３ の 内 面
３ ａ に は 操 作 や 情 報 を 入 力 す る た め の キ ー 操 作 部 ７ と 送 話 部 ８ と を 備 え て い る 。 な お 、 本
発 明 に お い て 第 一 の 筐 体 ２ の 内 面 ２ ａ と は 、 折 り 畳 ん だ 時 に 第 二 の 筐 体 ３ と 対 向 す る 面 の
こ と を い い 、 ま た 第 二 の 筐 体 ３ の 内 面 ３ ａ と は 、 折 り 畳 ん だ 時 に 第 一 の 筐 体 ２ と 対 向 す る
面 の こ と を い う 。
【 ０ ０ １ ４ 】
ま た 、 ヒ ン ジ 部 ４ の 両 端 に は 回 動 可 能 に 配 置 さ れ た 一 対 の ス タ ン ド 部 ９ を 備 え る と と も に
、 上 記 一 対 の ス タ ン ド 部 ９ 内 に は 図 ３ に 示 す よ う に コ イ ル 状 の ア ン テ ナ １ ０ を 各 々 内 蔵 し
て あ る 。 そ し て 、 一 対 の ス タ ン ド 部 ９ は 第 一 の 筐 体 ２ と 第 二 の 筐 体 ３ と が 閉 じ て い る 時 （
折 り 畳 み 時 ） に は ヒ ン ジ 部 ４ の 回 動 に 連 動 し て 図 １ （ ｂ ） 及 び 図 ２ （ ｂ ） に 示 す よ う に 上
記 一 対 の ス タ ン ド 部 先 端 ９ ａ が 上 記 第 一 の 筐 体 ２ の 外 面 ２ ｂ と 接 す る 平 面 と 上 記 第 二 の 筐
体 ３ の 外 面 ３ ｂ と 接 す る 平 面 の 間 に あ り 、 か つ 上 記 第 一 の 筐 体 ２ と 第 二 の 筐 体 ３ と が 開 い
て い る 時 （ 展 開 時 ） に は ヒ ン ジ 部 ４ の 回 動 に 連 動 し て 図 １ （ ａ ） 及 び 図 ２ （ ａ ） に 示 す よ
う に 上 記 一 対 の ス タ ン ド 部 先 端 ９ ａ が 第 二 の 筐 体 ３ の 外 面 ｂ よ り 突 出 す る よ う に 構 成 し て
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あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
そ の 為 、 本 発 明 の 携 帯 無 線 機 １ に よ れ ば 、 展 開 し て い る 状 態 で は 一 対 の ス タ ン ド 部 ９ が 第
二 の 筐 体 ３ の 外 面 ３ ｂ よ り 突 出 し て い る こ と か ら 、 こ の 状 態 の ま ま 卓 上 に 置 く こ と に よ り
、 一 対 の ス タ ン ド 部 ９ と 第 二 の 筐 体 ３ の ヒ ン ジ 部 ４ と 反 対 側 の 端 部 ３ ｄ の ３ 点 で 支 持 す る
こ と が で き る た め 、 安 定 し た 支 持 が 可 能 で あ り 、 筐 体 ３ が 曲 面 を 持 っ た も の で あ っ て も 同
様 に 安 定 し た 支 持 が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
し か も 、 操 作 や 情 報 を 入 力 す る た め の キ ー 操 作 部 ７ は 第 二 の 筐 体 ３ の 内 面 ３ ａ に 設 け て あ
る こ と か ら 、 携 帯 無 線 機 １ を 卓 上 に お い た 状 態 で キ ー 操 作 を 行 っ て も 安 定 し た 操 作 を 行 う
こ と が で き 、 ま た 、 表 示 部 ６ は 第 一 の 筐 体 ２ の 内 面 ２ ａ に 設 け て あ る こ と か ら 、 卓 上 に 置
か れ た 第 二 の 筐 体 ３ に 対 し て 第 一 の 筐 体 ２ を ヒ ン ジ 部 ４ を 介 し て 回 動 さ せ る こ と に よ り 表
示 部 ６ を 使 用 者 の 目 線 に 自 由 に 合 わ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
ま た 、 折 り 畳 み 時 に は 一 対 の ス タ ン ド 部 先 端 ９ ａ が 第 一 の 筐 体 ２ の 外 面 ２ ｂ と 接 す る 平 面
と 第 二 の 筐 体 ３ の 外 面 ３ ｂ と 接 す る 平 面 の 間 に あ り 、 筐 体 外 面 ２ ｂ ， ３ ｂ と 接 す る 平 面 よ
り 突 出 す る こ と が な い た め 、 例 え ば 使 用 者 が ポ ケ ッ ト 等 に 収 納 し て お く 際 、 ス タ ン ド 部 ９
が ポ ケ ッ ト に 引 っ か か っ た り す る よ う な こ と も 少 な い た め 、 携 帯 に 何 ら 影 響 を 与 え る こ と
が な い 。
【 ０ ０ １ ８ 】
さ ら に 、 第 二 の 筐 体 ２ に 重 量 の あ る 電 池 （ 不 図 示 ） を 内 蔵 さ せ る よ う に す る こ と で 、 携 帯
無 線 機 １ を 卓 上 に 置 い た 際 の 安 定 感 を さ ら に 高 め る こ と が で き る の で 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ９ 】
ま た 、 本 発 明 の 携 帯 無 線 機 １ に よ れ ば 、 通 話 す る た め に 展 開 し て い る 状 態 で は 一 対 の ス タ
ン ド 部 ９ ａ が 第 二 の 筐 体 ３ の 外 面 ３ ｂ と 接 す る 平 面 よ り 突 出 し て い る た め 、 使 用 者 の 頭 部
や 第 一 の 筐 体 ２ よ り ア ン テ ナ １ ０ を 大 き く 離 す こ と が で き る た め 、 ア ン テ ナ １ ０ の 周 囲 に
は 電 波 の 送 受 信 に 影 響 を 与 え る 障 害 物 が な く 、 さ ら に は 二 本 の ア ン テ ナ １ ０ を 有 す る こ と
か ら 、 電 波 の 良 好 な 送 受 信 を 実 現 す る こ と も 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
な お 、 本 発 明 に お い て 、 各 筐 体 ２ ， ３ の 外 面 ２ ｂ ， ３ ｂ と 接 す る 平 面 と は 、 外 面 ２ ｂ ， ３
ｂ の う ち 最 も 突 出 し て い る 部 分 に 接 す る 平 面 で あ っ て 、 内 面 ２ ａ ， ３ ａ と 平 行 な 面 こ と を
い う 。
【 ０ ０ ２ １ 】
と こ ろ で 、 一 対 の ス タ ン ド 部 ９ の 回 動 機 構 は 図 ４ に 示 す よ う に 、 第 二 の 筐 体 ３ の 端 部 に 設
け ら れ る 第 二 の ヒ ン ジ 部 材 １ ３ と 、 こ の 第 二 の ヒ ン ジ 部 材 １ ３ の 外 側 に 配 置 さ れ 、 第 一 の
筐 体 ２ の 端 部 に 設 け ら れ る 第 一 の ヒ ン ジ 部 材 １ ２ と 、 こ の 第 一 の ヒ ン ジ 部 材 １ ２ の 外 側 に
配 置 さ れ 、 ス タ ン ド 部 ９ に 設 け ら れ る 第 三 の ヒ ン ジ 部 材 １ １ と を 有 し 、 各 ヒ ン ジ 部 材 １ １
， １ ２ ， １ ３ に 設 け ら れ た 貫 通 孔 １ １ ａ ， １ ２ ａ ， １ ３ ａ 内 に 雌 ね じ １ ５ ａ を 有 す る ネ ジ
部 材 １ ５ を 挿 通 さ せ 、 雄 ね じ （ 不 図 示 ） を 有 す る 留 め 具 １ ４ を 上 記 ネ ジ 部 材 １ ５ の 雌 ね じ
１ ５ ａ に 螺 合 さ せ て 固 定 す る よ う に な っ て い る 。 な お 、 １ ６ は 第 二 の ヒ ン ジ 部 １ ３ と ネ ジ
部 材 １ ５ と の 間 に 配 置 さ れ た コ イ ル で 、 留 め 具 １ ４ の 締 め 付 け 具 合 を 調 整 す る こ と に よ り
各 ヒ ン ジ 部 １ １ ， １ ２ ， １ ３ の 滑 り 具 合 を 調 整 す る こ と が で き る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
ま た 、 第 一 の ヒ ン ジ 部 材 １ ２ の 第 二 の ヒ ン ジ 部 材 １ ３ と の 対 向 面 １ ２ ｂ に は 凸 部 １ ２ ｃ を
有 す る と と も に 、 第 二 の ヒ ン ジ 部 材 １ ３ の 第 一 の ヒ ン ジ 部 材 １ ２ と の 対 向 面 １ ３ ｂ に は 上
記 凸 部 １ ２ ｃ と 係 合 す る 凹 部 １ ３ ｃ を 有 し 、 展 開 時 に 凸 部 １ ２ ｃ と 凹 部 １ ３ ｃ が 係 合 す る
こ と に よ り 第 一 の 筐 体 ２ と 第 二 の 筐 体 ３ の 展 開 状 態 が 固 定 さ れ る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
さ ら に 、 第 一 の ヒ ン ジ 部 材 １ ２ の 第 三 の ヒ ン ジ 部 材 １ １ と の 対 向 面 １ ２ ｄ 及 び 第 三 の ヒ ン
ジ 部 材 １ １ の 第 一 の ヒ ン ジ 部 材 １ ２ と の 対 向 面 １ １ ｂ と は 貫 通 孔 １ １ ａ ， １ ２ ａ の 軸 線 に
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対 し て 傾 斜 さ せ て あ り 、 第 一 の ヒ ン ジ 部 材 １ ２ の 回 動 状 態 に 連 動 し て 第 三 の ヒ ン ジ 部 材 １
１ も 回 動 す る よ う に な っ て い る 。 即 ち 、 第 一 の ヒ ン ジ 部 材 １ ２ が 展 開 時 の 位 置 に あ る 時 、
第 三 の ヒ ン ジ 部 材 １ １ は ス タ ン ド 部 先 端 ９ ａ が 第 二 の 筐 体 ３ の 外 面 ３ ｂ と 接 す る 平 面 よ り
突 出 す る よ う に し て お け ば 、 第 三 の ヒ ン ジ 部 材 １ １ は 第 一 の ヒ ン ジ 部 材 １ ２ と 連 動 し て 回
動 す る た め 、 第 一 の ヒ ン ジ 部 材 １ ２ が 回 動 し て 折 り 畳 み 時 の 状 態 に あ る 時 は 、 ス タ ン ド 部
先 端 ９ ａ が 第 一 の 筐 体 ２ の 外 面 ２ ｂ と 接 す る 平 面 と 第 二 の 筐 体 ３ の 外 面 ３ ｂ と 接 す る 平 面
と の 間 に 位 置 す る よ う に 配 置 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
な お 、 ア ン テ ナ １ ０ の 給 電 は 第 三 の ヒ ン ジ 部 材 １ １ と ネ ジ 部 材 １ ５ を そ れ ぞ れ 導 電 性 を 有
す る 金 属 で 形 成 し 、 ネ ジ 部 材 １ ５ と 不 図 示 の 制 御 部 と を 電 気 的 に 接 続 し て お く こ と に よ り
導 通 を 図 り 、 電 波 の 送 受 信 を 行 う こ と が で き る 。 ま た 、 図 ４ は 一 方 の ス タ ン ド 部 ９ 側 の ヒ
ン ジ 部 ４ に お け る 構 造 を 示 し た も の で あ る が 、 他 方 の ス タ ン ド 部 ９ 側 の ヒ ン ジ 部 ４ に お い
て も 図 ４ と 同 様 の 構 造 を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
以 上 、 本 発 明 の 実 施 形 態 に つ い て 示 し た が 、 本 発 明 は こ れ ら の 実 施 形 態 だ け に 限 定 さ れ る
も の で は な く 、 例 え ば 、 本 実 施 形 態 で は 一 対 の ス タ ン ド 部 ９ の 各 々 に ア ン テ ナ １ ０ を 内 蔵
し た 例 を 示 し た が 、 少 な く と も い ず れ か 一 方 の ス タ ン ド 部 ９ 内 に ア ン テ ナ １ ０ を 備 え て い
れ ば 良 い 。 た だ し 、 受 信 感 度 を 高 め る 点 で 双 方 の ス ン タ ン ド 部 ９ 内 に ア ン テ ナ １ ０ を 各 々
内 蔵 さ せ る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
ま た 、 本 発 明 に お け る ス タ ン ド 部 ９ の 回 動 機 構 も 上 述 し た 実 施 形 態 に 限 定 さ れ る も の で は
な く 、 折 り 畳 み 時 に は ヒ ン ジ 部 ４ の 回 動 に 連 動 し て 図 １ （ ｂ ） 及 び 図 ２ （ ｂ ） に 示 す よ う
に 一 対 の ス タ ン ド 部 先 端 ９ ａ が 第 一 の 筐 体 ２ の 外 面 ２ ｂ と 接 す る 平 面 と 第 二 の 筐 体 ３ の 外
面 ３ ｂ と 接 す る 平 面 と の 間 に あ り 、 か つ 展 開 時 に は 上 記 一 対 の ス タ ン ド 部 先 端 ９ ａ が 第 二
の 筐 体 ３ の 外 面 ３ ｂ と 接 す る 平 面 よ り 突 出 す る よ う に 構 成 し て あ れ ば 構 わ な い 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
こ の よ う に 、 本 発 明 の 要 旨 を 逸 脱 し な い 範 囲 で 改 良 や 変 更 し た も の に も 適 用 で き る こ と は
言 う 迄 も な い 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
【 発 明 の 効 果 】
以 上 の よ う に 、 本 発 明 に よ れ ば 、 少 な く と も 受 話 部 を 有 す る 第 一 の 筐 体 と 少 な く と も 送 話
部 を 有 す る 第 二 の 筐 体 と を 有 し 、 互 い の 内 面 間 の 角 度 が 可 変 す る よ う に ヒ ン ジ 部 を 介 し て
回 動 可 能 に 構 成 さ れ た 携 帯 無 線 機 に お い て 、 上 記 ヒ ン ジ 部 の 両 端 に 、 ヒ ン ジ 部 の 動 き に 連
動 し て 回 動 す る 一 対 の ス タ ン ド 部 を 設 け 、 上 記 第 一 の 筐 体 と 第 二 の 筐 体 と が 閉 じ て い る 時
（ 折 り 畳 み 時 ） に は 、 上 記 一 対 の ス タ ン ド 部 先 端 が 上 記 第 一 の 筐 体 の 外 面 と 接 す る 平 面 と
第 二 の 筐 体 の 外 面 と 接 す る 平 面 と の 間 に あ り 、 か つ 上 記 第 一 の 筐 体 と 第 二 の 筐 体 と が 開 い
て い る 時 （ 展 開 時 ） に は 上 記 一 対 の ス タ ン ド 部 先 端 が 第 二 の 筐 体 の 外 面 と 接 す る 平 面 よ り
突 出 す る よ う に 構 成 し た こ と に よ っ て 、 第 一 の 筐 体 と 第 二 の 筐 体 を 開 い た 状 態 で 携 帯 無 線
機 を 卓 上 に 置 い た と し て も 、 一 対 の ス タ ン ド 部 と 第 二 の 筐 体 の ヒ ン ジ 部 と 反 対 側 の 端 部 の
３ 点 で 支 持 す る こ と が で き る た め 、 安 定 し て 載 せ る こ と が で き る と と も に 、 筐 体 が 曲 面 を
持 っ た も の で あ っ て も 同 様 に 安 定 し た 支 持 が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
特 に 、 操 作 や 情 報 を 入 力 す る た め の キ ー 操 作 部 を 第 二 の 筐 体 に 設 け る と と も に 、 重 量 の あ
る 電 池 を 内 蔵 さ せ 、 第 一 の 筐 体 の 内 面 に は 表 示 部 を 設 け る こ と に よ り 、 携 帯 無 線 機 を 卓 上
に 置 い た 際 の 安 定 感 を さ ら に 高 め る こ と が で き る と と も に 、 携 帯 無 線 機 を 卓 上 に 置 い た ま
ま キ ー 操 作 を 行 う こ と が で き 、 さ ら に は 第 二 の 筐 体 に 対 し て 第 一 の 筐 体 を ヒ ン ジ 部 を 介 し
て 回 動 さ せ る こ と に よ り 表 示 部 を 使 用 者 の 目 線 に 自 由 に 合 わ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
ま た 、 上 記 一 対 の ス タ ン ド 部 の 少 な く と も 一 方 の 内 部 に ア ン テ ナ を 内 蔵 さ せ る こ と に よ り
、 従 来 の 折 り 畳 み 式 の 携 帯 無 線 機 と 比 較 し て 通 話 時 に お け る ア ン テ ナ の 位 置 を 使 用 者 の 頭
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部 や 受 話 部 を 有 す る 第 一 の 筐 体 よ り 大 き く 離 す こ と が で き る た め 、 電 波 の 送 受 信 を 良 好 に
行 う こ と も で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 携 帯 無 線 機 の 一 例 を 示 す 図 で 、 （ ａ ） は 展 開 時 の 状 態 を 示 す 斜 視 図 、 （
ｂ ） は 折 り 畳 み 時 の 状 態 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ の 携 帯 無 線 機 の 主 要 部 で あ る ス タ ン ド 部 を 示 す 拡 大 斜 視 図 で 、 （ ａ ） は 図 １
（ ａ ） の Ａ 部 、 （ ｂ ） は 図 １ （ ｂ ） の Ｂ 部 を そ れ ぞ れ 示 す 。
【 図 ３ 】 ス タ ン ド 部 の 構 造 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 ヒ ン ジ 部 の 構 造 を 示 す 分 解 斜 視 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ ： 携 帯 無 線 機 　 ２ ： 第 一 の 筐 体 　 ２ ａ ： 第 一 の 筐 体 の 内 面
２ ｂ ： 第 二 の 筐 体 の 外 面 　 ３ ： 第 二 の 筐 体 　 ３ ａ ： 第 二 の 筐 体 の 内 面
３ ｂ ： 第 二 の 筐 体 の 外 面 　 ３ ｄ ： 第 二 の 筐 体 の 端 面 　 ４ ： ヒ ン ジ 部 　 ５ ： 受 話 部 ６ ： 表 示
部 　 ７ ： キ ー 操 作 部 　 ８ ： 送 話 部 　 ９ ： ス タ ン ド 部
９ ａ ： ス タ ン ド 部 先 端 　 １ ０ ： ア ン テ ナ 　 １ １ ： 第 三 の ヒ ン ジ 部 材
１ ２ ： 第 一 の ヒ ン ジ 部 材 　 １ ３ ： 第 二 の ヒ ン ジ 部 材 　 １ ４ ： 留 め 具
１ ５ ： ネ ジ 部 材 　 １ ６ ： コ イ ル
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【 図 ３ 】

【 図 ４ 】
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